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検討会議の様⼦ 

平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
４
次

西
会
津
町
総
合
計
画
は
、
１
月
の
町
議
会

臨
時
会
で
議
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。 

今
回
策
定
し
た
総
合
計
画
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
７
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
た
計
画

で
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
考
え
方
に
基
づ
き
、 

            

「
総
合
計
画
検
討
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

30
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
な
が
ら
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。 

検
討
会
議
は
、
昨
年
１
月
か
ら
13
回
に

わ
た
り
会
議
を
開
催
し
、
子
育
て
や
教
育
、

産
業
や
生
活
環
境
な
ど
分
野
ご
と
に
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
計
画
の
素
案
づ

く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
素
案
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
町

内
５
つ
の
会
場
で
の
町
民
懇
談
会
の
開
催

や
意
見
公
募
の
実
施
に
よ
り
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

計
画
案
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
策
定
し
た
新
し
い
計

画
で
は
、
町
の
将
来
像
と
し
て
「
笑
顔
つ
な

が
り 
夢
ふ
く
ら
む
ま
ち 

～
ず
ー
っ
と
、

西
会
津
～
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

４
つ
の
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
。 

笑
顔
と
夢
が
あ
ふ
れ
、
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
町
を
目
指
し
、
新
年
度

か
ら
は
本
計
画
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

◆
計
画
づ
く
り
の
経
過 

平
成
30
年
１
月 

▼
総
合
計
画
検
討
会
議
及
び
総
合
計
画
策

定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置 

２
～
４
月 

▼
町
の
将
来
像
の
検
討
（
第
２
～
４
回
検

討
会
議
） 

５
～
６
月 

▼
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
・
将
来
デ
ザ
イ

ン
の
検
討
（
第
５
～
７
回
検
討
会
議
） 

７
～
９
月 

▼
基
本
計
画
素
案
の
作
成
（
第
８
～
11
回

検
討
会
議
） 

▼
小
学
生
ま
ち
づ
く
り
作
文

募
集 

▼

女
性
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
意
見
交
換
会 

10
月 ▼

意
見
公
募
す
る
計
画
素
案
の
策
定
完
了

（
第
12
回
検
討
会
議
） 

▼
町
総
合
政
策
審

議
会
へ
計
画
素
案
を
報
告 

11
月 ▼

町
議
会
に
計
画
素
案
を
報
告 

▼
意
見

公
募
を
実
施 

▼
町
民
懇
談
会
を
開
催
（
町

内
５
会
場
） 

12
月 ▼

計
画
の
最
終
見
直
し
（
第
13
回
検
討
会

議
） 

平
成
31
年
１
月 

▼
町
総
合
政
策
審
議
会
で
原
案
を
審
議 

▼
町
議
会
臨
時
会
で
議
決 
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⻄
会
津
町
総
合
計
画
が
完
成 

平
成
31
年
４
⽉
か
ら
ス
タ
ー
ト 

※
「
町
の
将
来
像
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
」

を
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

回 覧 



町の将来像 

 

 

 

 

町⺠が健康で安全安⼼に暮らし（＝笑顔）、家族や地域の⽀え合いのなかで、将来を担う⼦
ども達がのびのびと成⻑する（＝つながり）町になっています。 

町⺠⼀⼈ひとりが夢や希望を持ち、その実現に向けて挑戦し、地域の資源を活かしながら、
新たな価値をみんなで創造する活気ある（＝夢ふくらむ）町を⽬指します。 

先⼈が築いてきた歴史⽂化を誇りに思い、豊かな⾃然を⼤切にしながら、「ずっと、ここに
住み続けたい」と思えるまちを次の世代に引き継いでいきます（＝ずーっと、⻄会津）。 

 

まちづくりの方向性 
 

 

地域ぐるみで⼦育てに取り組み、安⼼して⼦どもを⽣み育てられる環境の創出を追求するとと 
もに、⼦ども達に新しい学びを通して、未来を⽣き抜く⼒を育成していきます。 

町⺠みんなが⽣涯を通じて学び続け、⽇常⽣活のなかでスポーツや芸術⽂化に親しむ機会を持ち、
健やかな⼼と体を育む町を⽬指します。 

 

 

先⼈が紡ぎ守ってきた歴史や伝統、技、⽣活の営み、豊かな⾃然など「ココニ アルモノ」を⼤切
にしながら、新たな考え⽅や⼿法と融合させ「フルクテ アタラシイ」価値を創出していきます。 

こうして⽣まれた新しい価値や技術を、農林業や商⼯業、観光などに積極的に取り⼊れながら、
地場産業の振興と後継者育成、起業家育成を進め、ヒト・モノ・カネがうまく循環する、活気に満
ちた笑顔の絶えない町を⽬指します。 

 
 

町⺠みんなが⾃分の健康は⾃分で守る意識のもと、町⺠と⾏政が⼀丸となって健康づくりを実践
することにより健康寿命を延伸し、⼼⾝ともに健やかに安⼼して暮らせるまちづくりを進めます。 

地域の⽀え合いのなかで、⼀⼈ひとりが、その⼈らしく⽣きがいを持って充実した⽣活を送るこ
とができる、⽼いて幸せな町を⽬指します。 

 
 

町⺠が⼀体となって雪を克服し、⾃然と共⽣しながら、災害に強い安全なまちづくりを進めます。 
ＩＣＴの活⽤や交通体系などの整備により、⽣涯にわたり快適で便利な暮らしができる「ずっと

住み続けたい町」を⽬指します。 

 
                        

   

笑顔つながり 夢ふくらむまち 

～ ずーっと、西会津 ～ 

健やかな人をともに育むまちづくり 

温故創新 地産地笑のまちづくり 

誰もがここちよく暮らせるまちづくり 

いきいき健康 こころつながるまちづくり 

「町の将来像」の実現に向け、４つの「まちづくりの方向性」に基づいた取組を実施して

いきます。 

おんこそうしん  ちさんちしょう 


